
公立大学法人長野県立大学

デリバリー・アカデミア

長野県立大学は、
地域の「知の拠点」として

地域に開かれた大学、
地域の皆さまとともに歩む大学を目指しています。

その活動の一環として、本学の教員が講師となり、
地域の皆さまにリカレント（生涯学習）、
リスキリングの機会をご提供させていただいています。

ご希望の場所へ本学の教員が出向き、
本学での教育研究活動の成果を活かした講義を行います。

（オンライン形式の講座もございます）

Delivery Academ
ia

【お問い合わせ】
長野県立大学ソーシャル・イノベーション創出センター デリバリー・アカデミア担当

〒 380-0845 長野市西後町 614-1 / E-mail：da@u-nagano.ac.jp〒 380-0845 長野市西後町 614-1 / E-mail：da@u-nagano.ac.jp
TEL：026-262-1725 / FAX：026-262-1726TEL：026-262-1725 / FAX：026-262-1726

【高等学校への講師派遣ついて高等学校への講師派遣ついて】
以下の場合は、それぞれの申込み先へお問合せ下さい。
● 進路指導を目的とした模擬授業進路指導を目的とした模擬授業 − 入試・広報室 TEL：入試・広報室 TEL：026-462-1490026-462-1490
● 本事業にない講座で、かつ模擬授業以外のもの本事業にない講座で、かつ模擬授業以外のもの
                                                 − 学務課教務係 TEL：学務課教務係 TEL：026-217-5081026-217-5081

長野県民が参加する地域の団体  （自治会、サークル、NPO法人等）
教育機関等  （保育園、幼稚園、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校） 

【 お申し込みいただける団体 】 

※上記いずれも長野県内で開催される場合のみお申し込みいただけます。なお、収益
目的や特定の政党、個人を支持し又はこれに反対するための政治教育その他政治的活
動、並びに特定の宗教のための教育その他宗教的活動を目的とした利用はお受けして
おりません。

■ デリバリー・アカデミアのお申し込みは必ずソーシャル・イノベーション
   創出センターを通じて行い、講師への直接のご連絡はご遠慮下さい。

■ 原則として実施希望日の2ヵ月前までにお申し込み下さい。
    申込書に必要事項を記入のうえ、次のアドレスあてご送付下さい。
   （専用アドレス：da@u-nagano.ac.jp）

■ 本学事務担当者がお申し込みにしたがい講師を調整します。
    出講の可否については 10 日間程度お時間をいただいております。

■ 申込書の受領後、本学事務担当者からメールで確認の連絡を致します。
    なお、送付後、土日祝日を除き4 日以上経過しても本学事務担当者
    から連絡が入らない場合は、申込書が届いているか確認の連絡をして
    下さい。

１ お申し込み

■ 講師が決定した場合、本学担当者から講師の連絡先等をメールで
    お知らせしますので、講師へ直接連絡し、講座開催に関する打ち合わせ
    とご準備をお願いします。

■ 講義時間は概ね 90 分程度を見込んでいますが、ご相談に応じます。
    講師のスケジュールによりお受けできないこともありますので、
    ご了承下さい。

■ オンライン開催の場合、実施場所における準備（例：wi-fi等通信環境、
    コンピュータ、投影機器等）は主催者側の責任において行って下さい。

講師の決定・打合せ２

■『長野県立大学デリバリー・アカデミア』である旨を会場で受講者に
    明示して下さい。実施後10日以内に、参加人数（実績）及び実施状況
    がわかる写真を提出していただきます。

講座の実施３

■ 実施後 10 日以内に実施報告書を提出してください。
　・報告書には【参加人数（実績）、実施状況/演題の表題がわかる写真 】
    を添付下さい。
　・報告書に決まった様式はありませんので、上記の要件を満たす任意
    の形式で結構です。
　・ 実施のご報告をいただいてから請求書の手続きへ進みます。

■「 講座実施料請求書 」をお送りしますので、請求書にしたがい、
    実施料 (26,000 円 税込 ) を指定期日までに払い込んでください。

講座終了後（実施料のお支払いと実施状況のご報告）４デリバリー・アカデミアの講座内容の詳細や受講
対象者等について、 詳しくは長野県立大学 HP

「デリバリー・アカデミア」紹介ページよりご確認
いただけます。
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健康発達学部 こども学科 准教授

健康発達学部 こども学科長 教授

●  今、保育に求められる
子どもと保護者の支援とは

●  音の表現を楽しみましょう！

保育現場における現代的課題を解決するために必要な
知識や支援方法について、臨床心理士の視点を通じて
学んでいきます。

音楽の美しさに触れ、表現することを楽しみましょう。
生演奏を聴くことや、アンサンブルを体験し、音楽の
効果について一緒に考えていきます。また音楽が子ど
もに与える影響、そして音楽環境についても学んでい
きます。
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健康発達学部 こども学科 教授

●  レクチャーピアノコンサート
TIME•ASPECT  NO1

佐藤聡明、吉松隆、坂本龍一、武満徹、モートン・フェ
ルドマンなどの現代音楽によるレクチャーコンサート
を行います。
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樹健康発達学部 食健康学科 准教授

●  発酵食品と健康

「発酵食品」という言葉を聞くと、「健康」というイメー
ジをもつかもしれません。では、なぜ発酵食品が健康
に良いのでしょう？本講座では、発酵食品の説明と健
康の関連性についてお話しします。
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大学院ソーシャル・イノベーション研究科 教授

グローバルマネジメント学部 教授
グローバルマネジメント学部 学科長 教授

( グローバルマネジメント学部 兼務)

大学院ソーシャル・イノベーション研究科長

グローバルマネジメント学部長 教授

グローバルマネジメント学部 准教授

グローバルマネジメント学部 准教授

各講座の詳細は、WEBページよりご覧いただけます。

- SDGs、CBD、ESG等の最先端 - 共創型プロジェクトマネジメント
-AIとのかかわりを考える -

● 日本における家族の変動について

● 社会学で解く現代社会

● 地域社会における男女共同参画について

● リノベーションまちづくりについて

●   経営戦略論

●  地域産業の活性化要因について

●  プログラミングで遊ぼう！

●  ファミリービジネス

●  民俗文化とアミューズメント

●  絵本を作って、伝えよう

●  持続可能な農と食のありかた  最前線 ●  人口減少時代の新しい行政経営

●  世界で進む持続可能社会への動きを知る ●  公民連携による

●  暮らしと仕事とAIと ●  経営倫理で考える行政経営

●  私たちの暮らしと
エネルギー / 環境の未来

●  社会とイノベーションの関係
経営戦略論について講義します。可能な限り、一方的な
知識の伝達ではなく、理論を元に現実について考えてい
ただく時間を作りたいと考えています。

電気・ガスなど、私たちの暮らしに欠かせないエネルギー
や、環境問題を取り上げ、過去から現在に至る変革動向
を解説し、未来のあり方について一緒に考えます。

劇的なスピードで変化する世界と日本の動きをできるだけ最
新の情報とともにお伝えします。未来を考えるきっかけに。

様々なプログラミング教材で遊びながら、発達段階に
応じたプログラミング的思考を鍛えましょう。

日本及び海外の地域産業におけるフィールドワーク調査の成果に基
づいて、地域産業の再活性化に必要な要因について講義します。

【できる限りご要望に合わせてカスタマイズします。
　　　　　　　　　　　　　まずは気軽にご相談ください！】　

民俗文化を利用したデジタルコンテンツやテーマパーク
について写真資料を提示しながら解説します。

タブレットを利用して、画面上にキャラクタやアイテムを
配置して物語をつくっていきます。

アントレプレナーシップを発揮して革新的なイノベーションを実現
したファミリービジネスの事例について講義します。

グローバル化、生成AI、気候変動、SDGs など社会とビ
ジネス環境は変動を続け、イノベーションも企業単独か
ら社会との共創が求められている。本講座は社会とイノ
ベーションの関係を説明しながら、社会の様々な側面を
利用したイノベーションについて解説します。

グローバルマネジメント学部 准教授

グローバルマネジメント学部 教授

グローバルマネジメント学部 准教授

担当講師 / 講座一覧 対面形式 オンライン形式
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グローバルマネジメント学部 教授
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●  哲学対話で学習をさらに深めよう！

●  攻める自治体「東川町」
- 地方創生・地方活性化の実践モデル -

「哲学対話（子どもの哲学／ P4C）」の手法を、学校の
様々な活動（道徳科を含む教科活動、総合的な学習・
探究の時間、特別活動、部活動など）に応用してみま
せんか。先生方や保護者の方と一緒に授業を作ります。

過疎地指定され人口減少に喘いだ町が、発展する町へと
変貌を遂げた。どのように再生、発展したのか、その費
用や財源、効果等も明らかにする。

大学院ソーシャル・イノベーション研究科 准教授

大学院ソーシャル・イノベーション研究科 教授

(グローバルマネジメント学部 兼務)
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樹グローバルマネジメント学部 准教授

●  言語学入門

主に日本語と英語の発音や文法を比較することを通して、
ことばの仕組み（普遍性と多様性）について考えるきっか
けを提供します。取り上げるトピックや難易度は、受講者
のご要望に応じて調整いたします。

● 身近な事例から考える経営学

● グループ活動・
組織活動に役立つ経営組織論

「経営学」という言葉にどのような印象をお持ちでしょうか？
本講座では、経営学が我々に身近で役立つ存在であることを
解説します。
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子健康発達学部 食健康学科 教授

- “あぶら”はそんなに悪者なのか -

- 「飢餓」が心身にもたらすものとは？ -

●  「あぶら」を考える

●  ダイエットと摂食障害
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奈健康発達学部 食健康学科 教授

- 食品加工と食品開発 -

- 手洗いからはじめよう！ -

●  味・匂い・食感のお話

●  家庭でできる食中毒予防

人口減少による影響は、行政の組織運営においても深刻になってい
ます。これからの行政組織はどうあるべきか、一緒に考えましょう。

日本における家族の現状を捉え、これからの日本の家族のあり
方について、考えます。
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